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　株式会社松昇は、富士機械グループの一員として、1973年創業以来、自動車部品･
産業機械部品の部品加工会社として歩んでまいりました。

ー １ －

ますので、ご高覧の上、ご指導･ご指摘いただければ、次の環境活動に生かして行き
たいと存じます。

　品質･納期･コストそれぞれの要求が満足できる体制の確立の為、人･物への最大限
の投資を行い、お取り引先様からの信頼される企業を目指してまいりました。
　環境への配慮も企業の社会的責任として捉え、≪地球環境に優しい会社≫を目指し
スタートした環境活動も、１７年目の活動を終えました。
　全社員一丸となって取り組んで来た成果を、「環境経営レポート」にまとめており

ご 挨 拶
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１．「ワンチーム・ワンスピリット」を合言葉に、何事も全社一丸となって取り組みます。

２．「安定生産・安定供給・安定品質」＋「安全」を掲げ、お客様から信頼される企業を
　目指します。

３．「地球環境に優しい会社」を目指し、環境活動を継続的に行います。

　当社は、「環境・地域社会との調和」に重点を置き、企業活動のあらゆる面で環境保護
に配慮し、行動することにより、自然と社会にやさしい企業を目指します。

・当社主力事業である自動車部品・産業機械部品の製造工程（旋削・転削・歯切り等）に
　おいて発生する環境負荷を継続的に改善します。

・環境に関する法規制、条例及び顧客の要求事項を満たすため、環境マネジメントシステ
　ムの有効性について継続的に改善を行います。

・次の事項を最重点テーマとして、環境目標を設定し、継続的に取り組みます。

（１）二酸化炭素の排出量削減
（２）廃棄物の排出量削減
（３）水使用量の節約
（４）化学物質の適正管理
（５）グリーン購入の推進
（６）５Ｓ活動の推進

・環境方針は全従業員に周知徹底を図り、理解され、実行され、維持されるように努めます。
　

２０１９年４月１日
株式会社 松昇

　代表取締役　　 中島 勝利

－　この環境方針は、社外にも公開します　－

－　企　業　理　念　－

－　環　境　経　営　方　針　－

－　運　営　基　準　－

ー ２ －

Ⅰ．環 境 経 営 方 針



１．事業者及び代表者名 株式会社　松昇

代表取締役　　中島　勝利

２．所在地 〒379-0223
群馬県安中市松井田町二軒在家1437-1

３．環境管理責任者及び担当者連絡先 代表責任者： 代表取締役 中島　勝利

環境管理責任者 代表取締役 中島　勝利

担当 事務局 黒坂　武史

連絡先 ＴＥＬ 027-393-3311
ＦＡＸ 027-393-1717

４．事業の内容 自動車部品・産業機械部品の製造、販売

５．取組対象範囲 株式会社松昇　全組織･全活動

６．従業員数 男子　38名 女子　10名 計　48名

７．敷地面積 敷地面積　4,000㎡ 延床面積　2,120㎡
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Ⅱ．事業活動の規模

省エネ運動管理班 ５Ｓ活動推進管理班

オイル・切粉置場管理班
衛生設備・ごみ管理班



代表取締役

職　名 役　　割

最高責任者（イ）環境管理責任者の任命（ロ）経営諸資源の準備
（ハ）環境方針の制定（ニ）システムの見直し
環境管理責任者（イ）経営諸資源の運用（ロ）環境委員会の運営

ー ４ －

各班の相談役

・社長、品質保証部長、班長、副班長、相談役で構成し、社長が招
　集する。
・環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議
　する。
・社長が必要と認めた者は出席することができる。

品質保証部長

班長　

副班長

相談役

環境委員会

事務局（イ）環境管理責任者の補佐（ロ）実務全般

各班の管理責任者（イ）班ごとの環境活動の運用、管理（ロ）班内
の人材育成
班長の補佐

最高責任者
【代表取締役】

環境管理責任者
【代表取締役】

環境委員会 事務局
【品質保証部長】
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Ⅲ．ＥＡ２１推進体制

当社の推進体制の特徴は、全従業員を4つの班にごちゃ混ぜにしているところです。通常

業務では顔を合わせることのないもの同士が、班活動では意見を出し合い一緒に活動して

いく・・・その結果、社員同士の仲間意識が強くなり、雰囲気もよくなっていると感じています。

また各班の班長は、次期リーダー候補の若手従業員。副班長に係長クラスを置き、班長

を補佐する体制となっています。これは、リーダーシップを実践的に学ばせる非常によい機

会となっており、人材育成にも効果的な活動となっております。



５期目の最終年度である２０２０年度（２０２０年４月～２０２１年３月）の環境負荷実績
を基準とし、２０２１年度～２０２３年度までの目標を下記のとおり定め、６期目の活動を
開始した。

※排出係数（東京電力）0.474（H28）

１．主要な環境目標と環境負荷・実績 ※一定量を超えるとこちらに切り替わります→排出係数（erex）0.679（H28）

※2022年8月より電力会社をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞに変更[排出係数0.543(R3)]

【過去３年間の実績】

２．上記の目標の他に、以下の取組を推進する。

【５Ｓ活動の推進】

２０２２年度目標　『５Ｓ活動定着化』
⇒ ２０２２年度は、工場内における５Ｓ活動が、少し定着化できたのではないかと

思われます。一方で、社内の職場環境・社員の躾に関しては、まだまだ改善活動
が弱いので、来期（２０２３）は職場環境の改善を期待します。

6.55

金属廃棄物量 kg/百万円 345.30 395.55

38,100
596.00 ㎥

701 百万円

0.85
（29.04%減）

2021年度

1.20
（現状維持）

同上

水資源
投入量の削減

水資源投入量 ㎥/百万円 0.94 1.20 0.94

324.60

廃油量 ℓ/百万円 47.13 57.84 50.21

廃棄物の削減

一般廃棄物量 kg/百万円 4.56 7.26

二酸化炭素
排出量の削減

二酸化炭素排出量 kg/百万円 589.18 665.44

2019年度

水資源
投入量の削減

水資源投入量 ㎥/百万円 1.20

二酸化炭素総排出量
一般廃棄物総量
金属廃棄物総量

461,075.13 ㎏-CO2
3,570.00 ㎏

259,620.00 ㎏

廃油総量
水資源総投入量

売上高

単位
実績 実績 実績

595.20

57.26
（1.0%減）

7.19
（1.0%減）

391.59
（1.0%減）

7.21
（0.7%減）

54.35
（6.03%減）

392.78
（0.7%減）

57.44
（0.7%減）

7.26

1.20
（現状維持）

5.09
（29.86%減）

370.36
（6.37%減）

1.20
（現状維持）
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2020年度

※排出係数

目標

57.64
（0.35%減）

二酸化炭素
排出量の削減

二酸化炭素排出量

環境目標項目 環境実施項目 単位

kg/百万円

394.17
（0.35%減）

7.23
（0.35%減）

廃棄物の削減

一般廃棄物量 kg/百万円

廃油量 ℓ/百万円 57.84

金属廃棄物量 kg/百万円 395.55

環境目標項目 環境実施項目

658.79
（1.0%減）

665.44
663.11

（0.35%減）
660.78

（0.7%減）

中期目標

（2023年度）
2020年度

実績

基準

目標

2022年度2021年度

実績

657.74
（1.16%減）

Ⅳ．環境目標とその実績

ℓ



目標達成!!

2020年度が基準となっているおかげで
なんとか目標達成。電気料金の高騰もあり
もっと結果を出していかなければ・・・

目標達成!!

一般廃棄物はかなり好成績！
こちらも処分料が高騰しており、
更なる削減を目指します！

目標達成!!

目標は達成したものの、工程不良率が
3000ppmを超えてしまった。
（目標2000ppm以下）
来期は工程不良率削減目標を必達します！

目標達成!!

2020年度が基準となっているおかげで
なんとか目標達成。油類使用量の削減に
向けた活動が弱い。

目標達成!!

工程内での水の使用がないため、使用量は
もともと少ないが、生活排水を削減するべ
く、各水道に節水を促すポスターを掲示し
啓蒙活動を続けている。

ー ６ －

Ⅴ．環境目標の達成状況
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①二酸化炭素排出量の削減 １．１６％の削減を達成

　２０２０年度実績に対して

　２０２２年度に０．７％削減する。 ・コンプレッサーの点検、整備を毎月実施。騒音も抑えられている。

・エアコンフィルターの清掃を実施。

『目標達成手段』 ・遮光ネット設置。省エネに関する呼びかけ。

　・現状排出量の調査・把握 ・省エネポスター(外国語バージョン)の製作、掲示。
　・設備稼働率の向上
　・省エネ運動活動の推進・実施 【次年度】ブローチライン上部の断熱

②廃棄物（一般廃棄物・金属廃棄 一般廃棄物：２９．８６％の削減を達成
　　物・廃油）の削減 金属廃棄物：６．３７％の削減を達成
　２０２０年度実績に対して 廃　　  油 ：６．０３％の削減を達成
　２０２２年度に０．７％削減する。

・一般廃棄物：ごみの分別廃棄の呼び掛けを実施。
『目標達成手段』 ・金属廃棄物：品質目標に掲げる不良率、目標未達。
　・現状廃棄量の調査・把握 ・廃油：オイル類表示のラミネート化。
　・不具合品数の削減 　　　　オイル置場整理整頓。
　・オイル（廃油）量削減活動の推 　　　　オイル流出時の対処訓練実施。
　　進・実施
　・一般ゴミ量削減活動の推進・ 【次年度】
　　実施 一般廃棄物：廃材処分。事務所・食堂の床汚れをヘラで剥がす。
　・コピー用紙の再使用の実施 金属廃棄物：工程不良率の削減

 廃 　 油   ：オイル置場の風雨対策

③水資源投入量の削減 ２９．０４％の削減を達成
　２０２０年度実績に対して
　２０２２年度も現状を維持する。 ・もともと使用量は少ないため、生活排水を削減すべく、各水道に

　節水を促すポスターを掲示。
『目標達成手段』
　・現状使用量の調査・把握 【次年度】
　・節水の呼びかけ実施 ポスター掲示を継続、節水の呼びかけ

④化学物質の適正管理
　　現状把握 ・ＰＲＴＲ法に該当する化学物質の使用無し。

⑤グリーン購入の推進
　　現状把握 ・事務用品等の使用量は少ないが、グリーン購入量は増加。

　事務用品発注時に、可能な限りグリーン購入としている。

⑥５Ｓ活動の推進
　　５Ｓ活動定着化 ・工場内のライン引き

・倉庫内の整理整頓
『目標達成手段』 ・台車タイヤ交換(ゴム→プラスチック)
　・１回/月の大掃除の実施 ・会社周辺及び第2駐車場の草刈り
　・共有スペースの整理・整頓 ・３Ｓポスター作成、掲示
　　（定位置化） ・第2駐車場うねり修復(業者に依頼)
　・オイル・切粉置場の整理・整
　　頓・清掃 【次年度】
　・衛生設備の整理・整頓・清掃 倉庫管理方法の確立

取組計画 評価 ＋ 次年度の取組内容

ー ７ －

評価

○

○
評価

評価

○

評価

○

Ⅵ．環境活動の取組と評価及び次年度の取組内容



『消費電力を削減するための活動』
に取り組んでいます。

今期の主な活動は・・・

省エネポスター
外国語バージョン
　　　作成しました！

『オイル・灯油類の削減するための活動』
に取り組んでいます。

今期の主な活動は・・・

オイル流出時の
　　対処訓練実施！

『共有スペースの整理・整頓活動』
に取り組んでいます。

今期の主な活動は・・・

工場内のライン引き！
倉庫内の整理整頓！
草刈り！

『ごみ置場等の清掃・管理活動』
に取り組んでいます。

今期の主な活動は・・・

ごみの分別推進！
可燃ごみの搬出！
トイレ大掃除！

ー ８ －

Ⅶ．各班の取り組み 『班長ひとこと!!』

省エネ運動管理班

オイル・切粉置場管理班

衛生設備・ごみ管理班

５Ｓ活動推進管理

重い



（１）当社に適用となる主な環境関連法規

自動車から排出される窒素酸化物の特定地域に 規制地域外
おける総量の削減等に関する特別処置法 社有トラックは規制対応車

浄化槽法 １１条検査記録

騒音規制法 自主簡易測定

振動規制法 自主簡易測定

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産廃業者との契約書
マニフェスト管理

消防法 火災報知器設置届

グリーン購入法 グリーン購入品目調査中

家電リサイクル法 該当なし

自動車リサイクル法 該当なし

水質汚濁防止法 特定施設の破損なし

フロン排出抑制法 自主検査

（２）違反について
2023年1月23日に実施した関連法規制の確認において、環境関連法規等への違反･訴訟は
ありませんでした。近隣や関係機関等からも苦情や指摘はなく、訴訟も同様にありません。

遵　法

遵守状況遵守確認事項法規制等の名称
遵　法

遵　法

ー ９ －

遵　法

遵　法

遵　法

遵　法

遵　法

遵　法

遵　法

遵　法

　まだまだ受注に波があり、効率的な作業が難しかった中で、基準値よりも全項目で削
減できているのは素晴らしいことだと思います。基準値の取り方については、今後再考
する必要性を感じますが、コロナや半導体不足の影響から脱しつつある中で結果を出せ
たことは、今後の活動に自信をもってつなげていってほしいと思います。
　世間的にも物価高騰分を単価に反映させる動きが出ており、親会社である富士機械殿
も根拠のあるデータを提示すれば検討していただけることとなりました。物価高騰分を
単価反映していただいた上で、エコアクション活動によりいろいろな面で経費削減につ
なげる。このダブルの効果で利益率を上げ、従業員への還元につなげていきたいと考え
ています。
　いよいよ部品供給問題の解決が見込まれ、自動車部品は増産となる予定です。更なる
工夫と努力で改善活動を続け、製造経費の削減、ひいては環境負荷の削減を目指して活
動を推進してまいります。

Ⅷ．環境関連法規制の遵守状況

Ⅸ．代表者による全体評価と見直しの結果


